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布
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て
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外
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に
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徹
底
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ェ
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管
理
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行
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と
に
より
、
今
年
度
業
績
予
想
の
達
成
を
目
指
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す
。
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様
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、
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わ
ら
ぬ
ご
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援
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賜
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す
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願
い
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あ
げ
ま
す
。
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株主の皆様へ
皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。
情報サービス業界におきましては、顧客のＩＴ投資に対する慎重な姿勢は崩れておらず、依然として厳しい
事業環境が続いています。
このような状況のもと、ＳＲＡグループは、今年度の基本方針である「安定的な受注体制の確立」、
「粗利益率の向上とコスト抑制」および「飛躍への布石としての海外ビジネス拡充」等に取り組んで
おります。
第１四半期の業績は、売上高につきましては前年同期比で横ばいとなりましたが、損益面では減益という
結果となりました。しかしながら、減益額は、通期業績予想に対して影響を与える水準ではなく、概ね
想定の範囲内です。
当期配当金につきましては、従来予想どおり1株につき40円を予定しております。

　今後も引き続き積極的な受注活動を推進すると共に、徹底したプロジェクト
　管理を行うことにより、今年度業績予想の達成を目指します。
　皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

２０10年8月

代表取締役社長　　　　　
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▼ ▼ ▼ 詳しくは、ハガキを開いて内側をご覧ください

▼ ▼ ▼

さらに詳細なＩＲ情報は、こちらからご覧ください ▼ 投資家情報ウェブサイト http://www.sra-hd.co.jp/ir/

ここ
に注
目！

先 進 技 術
アノテーションフレームワークアノテーション
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＜前年同期比0.0%減＞
●開発事業の製造、電力および学校向けが増加し、他の減収分をカバー

＜前年同期比13.7%減＞
●工事損失引当金の計上により粗利益が減少

●株主への利益還元も優先度が高いと判断し、４０円の維持を予定＜前年同期比73.９%減＞
●投資有価証券評価損および関係会社株式評価損等を特別損失に計上
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第1四半期 連結業績ポイント解説
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「アノテーション」とは、文章中の『注』に代表されるような、
コンテンツに対する「注釈」です。文章のみならず、画像や映像
に自由にアノテーションをつけられるようになれば、全く新しい
世界が広がります。
例えば、映画のお気に入りのシーンにアノテーションをつけ
れば、後でそのシーンを容易に検索できますし、他の人と共有
すれば映画の見方に新しい発見があるかもしれません。その
映画に関係した書籍やWebページをアノテーションにより関連
付けていけば、映画に関する情報を網羅したデータベースを
作ることも可能です。
このようなことの実現を目指して、先端技術研究所（ＳＲＡ）は

「アノテーションフレームワーク」の研究開発を行っています。
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　切り捨てて表示
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